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1．研究の背景および問い

　我が国の多くの地域では従来産業の衰退によ

り競争力の低下に直面し，この状況の克服に向

けて各地で産業構造の高度化による競争力の高

い地域新産業を振興する取り組みが推進されて

いる。しかしながら，これらは一朝一夕で成果

を出せるものではなく，持続的な産業振興に向

けて地域を挙げた仕組みづくりや従来の枠組み

を超えた新たな結合を促すマネジメントを継続

的に進化させながら取り組むことが求められる。

　同様の事例として，欧州諸国では異分野間連

携によりイノベーションを促進させ，産業クラ

スターを振興させる取り組みが各地域で行われ

ており，クラスター組織と呼ばれる事業体が活

動に参画する産学官をリードし支援サービスを

提供している。本稿では，それらの事例の一つ

であり，デンマークとスウェーデンの国境を越

えて活動しているライフサイエンス分野のクラ

ス タ ー 組 織 で あ る Medicon Valley Alliance

（MVA）について紹介し考察する。 

　本研究の視座および研究対象の特徴について

は川端（2025）で既に説明しているが，本稿で

論じるうえでも必要であるので集約し再掲する。

まず，筆者は従来の研究で競争力のある地域産

業の振興という目的に向けて，相互依存するダ

イナミックで複雑な経済・産業においてますま

す重要性を増している異分野間連携に着眼して

きた。研究対象の特徴として，考察する連携は

多様で多数の自律的ではあるが相互依存するア

クターから構成されるネットワークを基盤とし

て，複雑な自己組織化プロセスを経て形成され

ることが指摘されており(Fuchs, 2003；Heylighen，

2008, 2013；Plowman et al., 2007），筆者はいかに

同プロセスを促進するためのマネジメントを実

施するかについて探求した（Kawabata, 2019，

2020，2023）。この研究を踏まえ，さらにマネジ

メントを方向付け有効にするためのフレーム

ワークとしてのガバナンスについても探求し研

究を発展させる必要性を認識し，その解明に取

り組んでいる。本研究を支持する先行研究とし
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ては，まずPowell et al.(2005)は同フレームワー

クについて，ネットワークの「集団行動

（collective action）の構造を明らかにする」

（p.1133）ことの必要性を示し，Moretti（2017）

がそこで追求する目的がネットワークの効果と

して捉えられ，その効果はガバナンスの仕組み

（arrangements）で説明できるとしている。この

視点を踏まえ Torfi ng et al.（2012）は，共通目的

に向けた集団行動を導くガバナンスについての

考察が求められていることを提唱している。

　そこで本稿においても，「地域産業の振興に

向けた異分野間連携の複雑な自己組織化プロセ

スを促進するマネジメントの有効性を高めるた

めに，いかなるガバナンスが，どのように創

発・進化するのか？」を問いとして，二次資料

および現地インタビューにより得た事例調査の

結果を基に考察する。

2．研究対象事例の概要

　本稿が事例研究の対象とするクラスター組織

は欧州の各地域に存在し，産学官（および民）

の連携促進により地域産業のイノベーション能

力を強化し競争力を高めるための支援サービス

を提供している。その一つとして活動している

Medicon Valley Alliance（以下，「MVA」）は，デ

ンマーク東部からスウェーデンの最南端地域に

至るコペンハーゲン大都市圏（図 1）に展開す

るライフサイエンス・クラスターであるMedicon 

Valleyを，「欧州連合（以下，「EU」）において

出典：Nordregio, https://nordregio.org/maps/greater-copenhagen-region/

図 1　コペンハーゲン大都市圏
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代表的な，最も競争力があり，革新的で活気の

あるライフサイエンスの中心地として強化し，

位置づける」ことを目的に活動しているクラス

ター組織である（Medicon Valley Alliance）。同事

例では上述地域における産業振興を目的に，地

方・国・超国家（EU）政府の影響も受けながら

活動しているクラスター組織による支援サービ

スの提供のもとで，企業・大学等研究機関・公

共セクター等で構成される多様・多数で自律的

であるが，その目的の実現に向けては相互依存

的なアクターが異分野間連携の促進に取り組ん

でおり，本研究の対象として妥当な事例である。

　Medicon Valleyが展開するコペンハーゲン大

都市圏では，17 世紀に締結されたロスキレ条約

でスウェーデンのスコーネ県にあたる地域がデ

ンマークから割譲された歴史的経緯もあり，経

済面のつながりが強い。スコーネ県の県庁所在

地であるマルメーとコペンハーゲンは海峡連絡

道で結ばれており，鉄道では40分弱で移動する

ことができる。このように互いに近接な両地域

において，Medicon Valleyの振興を目的に活動

するMVAは，コペンハーゲンに拠点を置いて

いるが，参画するメンバーはスコーネ県に拠点

を置く産学官も多く含まれる。

　MVAの設立に向けた動向については，まず

1992 年にコペンハーゲン大学（デンマーク）と

ルンド大学（スウェーデン）が，両地域で生じ

つつあったライフサイエンス産業における学術

研究の協力関係の構築に向けて非公式協議を開

始し，そこに大手製薬企業（ノボノルディスク，

ルンドベック，アストラゼネカ），両地域の地方

政府である The Capital Region of Denmark（Region 

Hovedstaden）と Region Skåne，および医療機関

が参画した（Medicon Valley Alliance; Medicon 

Valley Alliance, 2025）。その後，EUのプロジェ

クトファンドに申請・獲得し連携プロジェクト

を実施したことで，更なる連携の必要性を認識

して互いの意思を確認しながら連携の強化に向

けた方法を探り，より多くの関係者が参画する

ようになる中で，連携を促進するにはそれをサ

ポートする組織が必要であるとの認識に至った。

　以上を踏まえ，EUの地域間協力等を支援す

るプログラムである Interregの支援（EU Interreg 

II Project) も得て，1997 年に上述の大手製薬企業

と二大学の主導のもとでMedicon Valley Academy

が設立された。Medicon Valley Academyは，「デ

ンマークとスウェーデンのライフサイエンス関

係者が出会うプラットフォームを創設する」と

いう理念を掲げ，設立当初は23のメンバーが参

画し，主に学術研究に焦点を当て研究者が活動

の主な担い手となった。その後，2000 年に本格

的にメンバーシップ制を採用してメンバーの公

募を開始したことを機に，企業の参画が増えそ

の役割も大きくなった。この流れの中で，2007

年に名称をMedicon Valley Alliance（MVA）に変

更し，Medicon Valleyの豊富で多様なライフサ

イエンス・エコシステムにおけるより幅広い基

盤のうえに活動を推進することを方針とした。

表 1は，MVAの概要である。
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3．着眼する理論的視座

　本稿は，研究対象である単独事例の調査結果

を基に，地域産業の振興に向けた異分野間連携

を促進するためのガバナンスとマネジメントに

ついて考察することを目的としているが，論点

を明確にしたうえで対象事例を考察するために，

着眼する理論的視座を整理する。

　まず本稿では，Meuleman(2008), Peters et al.

(2022)，Torfi ng et al.(2012）等に基づき，ガバ

ナンスを「経済・社会における産業，学術，公

共，市民から構成されるアクターが，それらの

間の相互作用を伴う集団的意思決定の実践を通

じて，共通に受け入れられる目標に向けて導か

れるプロセス」と定義する。

　前節の議論から，ガバナンスの対象は多様で

多数の自律的であるが相互依存するアクターか

ら構成されるネットワークである。本研究では

同ネットワークを基盤として，複雑な自己組織

化プロセスを経て形成される異分野間連携を促

進することを通した地域産業の振興について考

察の対象としている。ここで対象となるネット

ワークに効果的なガバナンスの様式として，協

調的ガバナンスとメタガバナンスに着眼した。

前者は，階層的な指揮・統制や市場ベースの競

争に代わり，公共および民間のアクターによる

共通の問題を共同で解決するための構造とプロ

セスとして紹介されている（Peters et al., 2022）。

後者は，協調的ガバナンスの問題（不十分な意

思決定等）に対応するための「ガバナンスのガ

バナンス」であると論じられている（Peters et al., 

2022；Thuesen, 2013）。 こ こ で 本 稿 で は，

Gjaltema et al.,（2020）に基づき，ガバナンスに

ついて「なぜ（目的）」，「誰が（ガバナー）」，

「何を（ガバナンスの対象）」，「どのように（実

表 1　Medicon Valley Alliance（MVA）概要

出所：Medicon Valley Alliance, Medicon Valley Alliance （2025），および 2025 年 1 月実施インタビューをもとに
　　　筆者作成
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施）」の次元でとらえる。

　以上を前提に，本研究のテーマであるマネジ

メントの有効性を高めるためのガバナンスの創

発と進化について整理すると，第一に協調的ガ

バナンスの創発と進化に影響を与える要因に関

しては，Emerson et al.(2012) に基づき周辺状況

としてメタガバナンスも含めて考察の対象とし，

これら要因を Kawabata(2020, 2023) に基づきマ

クロ・ミクロ・ソーシャルネットワークの要因

に分類してそれぞれ正および負の影響として整

理する。

　第二に協調的ガバナンスについて，共通に受

け入れられるものとして特定・合意された目的

（なぜ）が自己組織化を通した創発と共進化プ

ロセスにより定められ，そのうえでガバナー

（誰が）とガバナンスの対象（何を）が形成され

る。これらを踏まえ，協調的ガバナンスの実施

（どのように）では，ネットワークマネジメント

が包括的・民主的な方法で実施される (Moretti, 

2017；Vangen et al., 2015）。ガバナンスの実施に

ついては，創発的な相互作用を促進するために，

クラスター組織のメンバーを巻き込んで実施さ

れる場の設立・改良，およびマッチングへの介

入等が相当する（Kawabata, 2020, 2023）。

　最後に，協調的ガバナンスのガバナー（誰が）

による自己評価とメタガバナーによる評価に基

づき，なぜ（目的）・誰が（ガバナー）・何を（ガ

バナンスの対象）の見直しを行い，どのように

（実施）を改良することで同ガバナンスを進化

させる。

　以上の議論を踏まえ，事例研究の結果を整理

し分析することとする 1)。

1） 理論的視座のより詳しい説明については，川端（2025）を参照。

4．国境を越えたライフサイエンス産業クラス

ターのガバナンスとマネジメント

　本節では，上述で概要を紹介したコペンハー

ゲン大都市圏を活動範囲とするライフサイエン

ス分野のクラスター組織（MVA）に焦点を当て，

同産業クラスターのガバナンスとマネジメント

について紹介する。以下，調査の方法を説明し

たうえで，前述の「着眼する理論的視座」を基

に，二次資料および現地インタビューに基づき

調査結果を整理する。二次資料をソースとした

記述は引用元を示す。

（1）調査の方法

　本稿の事例研究の対象となるライフサイエン

ス分野のクラスター組織（MVA）のガバナンス

とマネジメントに関するデータについては，同

クラスター組織のホームページおよび EU機関

のホームページから二次資料を収集した。これ

らを基にリサーチクエスチョンに関連する入手

可能な情報を整理したうえでインタビュー項目

を作成し，対象事例であるMVAを率いる CEO

に事前に同項目を送付し，2025 年 1 月 23 日に

同 CEOにインタビューを実施した。

　本研究では，どのようなガバナンスがいかに

して創発・進化したかについて定性的に分析す

ることを目的としていることから，同クラス

ター組織の設立に向けて非公式協議が開始され

た 1992 年から今日までの動向についてデータ

を収集した。

（2）周辺状況

　MVAの設立による協調的ガバナンスの創発

と進化に影響を与える周辺状況については，上
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述「着眼する理論的視座」で述べた分類に基づ

き，正のマクロおよびミクロ要因が以下のよう

に確認された。

正のマクロ要因（制度およびセクターレベル）：

 • セクターおよび国境を超えた協力関係への関

心の高まり（1992 年～）：大学（コペンハー

ゲン大学・ルンド大学）の協力促進へのイニ

シアティブに対して，産業界（ノボノルディ

スクファーマ・ルンドベック・アストラゼネ

カ），地方政府（The Capital Region of Denmark・

Region Skåne）が支援。

 • EUが Interreg II ProjectとしてMedicon Valley 

Academyの設立を支援（1997 年）。

 • 異分野間連携による研究開発や事業創出に対

して，EUをはじめとする公共セクター等に

よるプロジェクトファンド（競争的資金）の

提供。

正のミクロ要因（ビジネス戦略および組織レベ

ル）：

 • ライフサイエンス分野の異分野間連携に必要

な，多数の大学（医療系含む）・研究機関，医

療機関，企業（大手企業，中小企業，外資系

企業，起業支援組織）の存在。

 • 上記異分野のアクター間における，ライフサ

イエンス分野という明確な共通ドメインの存

在と成長への有望性・連携の必要性について

の認識の共有。

 • 上記のアクター間のライフサイエンス分野の

振興に向けた相互依存性（補完性）。

（3）メタガバナンス

　以下，超国家，国家，地方のレベルにおける，

MVAの協調的ガバナンスに対するメタガバナ

ンスについて紹介する。

①欧州連合（EU）

　EUにおいては，その行政執行機関である欧

州委員会（EC）が運営する European Cluster 

Excellence Initiative（ECEI）という認証プログラ

ムが存在し，クラスター組織のマネジメントの

専門性や精巧さを定期的に評価している。本プ

ログラムは，多くのクラスター組織により，組

織や活動に対する信用性，評判，評価を通した

改革の必要性の認識等の面で重視されており，

MVAもその一つである。MVAは ECEIの認証

の最高レベルであるゴールド・ラベルを現在に

至るまで継続的に獲得している。

　また 2010 年から，EUでは，域内競争力の向

上をねらいとするスマート特化戦略（Smart 

Specialization Strategies；S3）を推進している

（European Commission）。同戦略に基づき，構造

基金に関する規則 2021-2027（Structural Funds 

Regulations 2021-2027）の 5 つの基本的政策目

標の第 1項目（Policy Objective No.1）では，「革

新的でスマートな経済変革と地域の ICT接続を

促進することで，より競争力がありスマートな

ヨーロッパを実現すること」を掲げている

（Interreg）。

②地方政府

　地方政府のメタガバナーとしての役割は，

Region Skåneが 1990 年代よりクラスター組織

の設立・発展に向けた支援を提供し，近年の支

援プログラム（Regional Cluster Development 

Programme 2017-2021）においてはMVAを含め

た10のクラスター組織を対象に，組織運営やメ

ンバーサービスの改善への活用を目的とした

ファンドを提供して支援した。

　また，Region Skåne と The Capital Region of 

Denmarkは，3大学（コペンハーゲン大学，ル
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ンド大学，マルメー大学）とともに設立者とし

て常任のボードメンバーとしてMVAのガバナ

ンスに参画している。

③その他

　以上に加え，メタガバナンスについてはプロ

ジェクトファンド（競争的資金）の提供による

協調的ガバナンスへの影響が考えられる。これ

らファンドは，上述でメタガバナーとして紹介

し た EU， 地 方 政 府（The Capital Region of 

Denmark, Region Skåne）に加え，デンマーク政

府が提供している。

　ファンドの一例として，EU関連については

MVAがこれまでにも多く申請・獲得している欧

州地域開発基金（ERDF）の予算を基に提供し

ている Interregのプロジェクトファンド（競争

的資金）が挙げられる。クラスター組織は同

ファンドに対して，募集案件の中から活動目

的・トピックに一致するものを選択し，申請に

は応募要件（プロジェクトのテーマ，異分野間

連携体制の構築等）を満たす必要がある。した

がって，プロジェクトファンドの提供を通して，

クラスター組織の協調的ガバナンスにおける

「どのように（実施）」，すなわちネットワークマ

ネジメントとして求められる連携を構築するた

めの場の設立，マッチング等に影響を及ぼすこ

とから，メタガバナンスとしての機能を果たし

ているととらえることができる。

（4）協調的ガバナンス

　MVAにおける協調的ガバナンスについて，

「着眼する理論的視座」で紹介したガバナンス

を捉えるための次元に基づき整理する。

①なぜ（目的）

　上述「研究対象事例の概要」で紹介したよう

に，MVAの設立当初の全体的な目的は，「デン

マークとスウェーデンのライフサイエンス関係

者が出会うプラットフォームを創設する」とい

う理念を掲げ，主に学術研究に焦点を当て研究

者が中心の連携活動を推進していた。その後企

業の参画と役割も大きくなり，2007 年の

Medicon Valley Alliance（MVA）への改称を機に，

「Medicon Valleyを，EUにおいて代表的な，最

も競争力があり，革新的で活気のあるライフサ

イエンスの中心地として強化し，位置づけるこ

と」として同地域のライフサイエンス分野の産

業クラスターの振興を目的に活動している。

　この目的のもとで，現在ではクロスボー

ダー・連携・競争力を戦略の主軸とし，クラス

ター全体における相乗効果と共有資源の効率的

な活用，異分野間連携の促進，アイデア・知識・

サービスの交換のためのマーケットプレイスの

創出，世界レベルの人材獲得を優先事項に定め

ている。これらの実現に向け，ネットワーキン

グ・事業開発・知識共有の機会提供，戦略的重

要性に基づいたコラボレーションとパートナー

シップの促進，成果や洞察をまとめたレポート

による主要関係者や意思決定者への訴求，様々

なチャネルを活用したMedicon Valleyのプレゼ

ンスの向上に取り組んでいる（Medicon Valley 

Alliance）。また，メンバーの要望やライフサイエ

ンス分野のトレンドに対応して新たな活動範囲

に焦点を当て，後述するネットワーク（近年で

は，Medicon Valley Alliance Women’s Health 

Network）を設立・運営している。

②誰が（ガバナー）

　MVAの全体的なガバナンスを担う主体は
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ボードメンバー（Board of Directors）であり，

MVAのメンバーから選出されている。国境を

越えたクラスター組織として，ボードメンバー

はデンマークとスウェーデンの双方から計 9名，

その他 1 名の名誉メンバーで構成されている

（2025 年 1 月インタビュー実施時点）。9名に関

しては，上述のように地方政府である The 

Capital Region of DenmarkとRegion Skåneおよび

3大学（コペンハーゲン大学，ルンド大学，マ

ルメー大学）はMVAの設立者として常任枠に

あり，その他は民間企業（大企業・中小企業，そ

の他サイエンスパーク運営事業者等も含む）か

ら総会においてメンバーの投票により選出され

る。ボードメンバーの主な役割は，戦略的な方

向性を定め，予算，KPI，行動計画，およびMVA

のスタッフによる新たな活動範囲（トピック）

への提案を承認することである。

　MVAのスタッフはガバナンスを実施する部

隊として，特にスタッフを率いるCEOがボード

メンバーと頻繁にコミュニケーションをとり，

協力してMVAの運営に携わっている。

　以上に加え，MVAはメンバーシップ制を採用

している非営利会員組織であり，メンバーが総

会においてアニュアルレポート，メンバーシッ

プ料，メンバー規約（BYLAWS）の改定の承認

に加え，上述のようにボードメンバーの選出に

関しても投票権を有している。

③何を（ガバナンスの対象）

　まずガバナンスの対象としては，デンマーク

およびスウェーデンを拠点としてクラスターの

ネットワークを構成する約 350（2025 年 1 月）

のメンバーが挙げられ，これらは（1）中小企業

を中心に大企業も含めた，製薬・医療機器・バ

イオ分野，その他医薬品開発業務受託機関

（CRO），投資機関や金融機関等も含めた民間企

業が 80%以上を占め，その他（2）大学および

研究機関，（3）地方政府等の公的機関で構成さ

れている。MVAではメンバーシップ制を採用し

ており，加入希望者はMVAのスタッフによる

審査とボードメンバーの承認を経て加入するこ

とができ，メンバー規約の対象となり毎年メン

バー料を支払う必要がある。メンバーは上述の

ように総会における投票権やMVAの運営等に

関する提言の機会が与えられている。

　次にサブレベルの構成として，特定のトピッ

クに焦点を当てメンバーが主体的に活動する

ワーキンググループとして各種の「ネットワー

ク」が存在する。各ネットワークは独自のアド

バイザリーボードを有して運営され，参加する

メンバーがトピックへの洞察を深め，経験を共

有し，ネットワークを構築する機会を提供する

ことで，異分野間の連携を促進し価値創造を実

現することを活動の目的としている。2025 年 9

月時点では以下の 6つのネットワークが活動し

ている（Medicon Valley Alliance）。

 • Medicon Valley Alliance Medtech Network：地域

の医療技術の業界関係者を結集させて，新た

なパートナーシップとビジネスチャンスを創

出することを目的とするネットワーク。

 • Medicon Valley Alliance Microbiome Network：

マイクロバイオームの分野で，産業界，学術

界，医療部門の関係者が出会い，創薬，栄養

学，プロバイオティクス開発等における連携

機会を増やすことを目的としたネットワーク。

 • Medicon Valley Alliance Oncology Network：腫

瘍学の分野において連携，ネットワーキング，

知識共有を強化し，商業化と成長を促進する

ことを目的としたネットワーク。

 • Medicon Valley Alliance R&D Network：メディ
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コンバレー地域における産学連携と R&Dの

商業化に関するベストプラクティスに焦点を

当て，課題の克服を目的とするネットワーク。

 • Medicon Valley Alliance Women ’s Health 

Network：女性特有の症状や女性の一般的な健

康状態等に焦点を当て，課題解決に関心をも

つ業界，学界，公共部門の関係者間で知識の

共有とパートナーシップを構築し，女性の健

康へのさらなる重点化，研究資金，新興企業

への投資等を提唱することを目的としたネッ

トワーク。

 • The Medicon Valley Alliance Executive Club：ラ

イフサイエンスおよび投資企業，サイエンス

パーク，高等教育機関，地域協議会を代表す

る幹部間のネットワーキングの場を提供し，

メディコンバレーの幹部同士の絆を深め，メ

ディコンバレー地域へのコミットメントを強

化することを目的としたネットワーク。

④どのように（実施）

　上述「着眼する理論的視座」で述べたように，

協調的ガバナンスはなぜ（目的）の実現に向け，

誰が（ガバナー）の合意のもとで，何を（ガバ

ナンスの対象）に対するネットワークマネジメ

ントが実施されている。

　まずMVAの全体的な意思決定については，

メンバーシップ制のもとでメンバーが総会で

ボードメンバーの選出をはじめとする重要事項

の決定に参画する。ボードメンバーは，戦略的

な方向性を定め，予算，KPI，行動計画，およ

びMVAのスタッフによる新たな活動範囲（ト

ピック）への提案を承認し，そのもとで CEOを

はじめとするスタッフが，ボードメンバーとの

綿密なコミュニケーションおよびメンバーの要

望等の反映を伴いながらガバナンスを実施して

いる。

　MVA全体としてのガバナンスの実施（ネッ

トワークマネジメント）は，（1) メンバーが無

料で参加することができるイベント・セミ

ナー・会議等を通したネットワーキングの促進，

事業開発，知識共有の機会の提供，（2) メディ

コンバレーの戦略的な重要分野におけるコラボ

レーションとパートナーシップの促進，（3) 年

次報告書・テーマ別報告書の提供を通した政界，

産業界，学術界の関係者や意思決定者とのメ

ディコンバレーの発展状況や洞察の共有および

注目の喚起，（4) ライフサイエンス分野の海外

投資家や科学者・専門家を惹きつけることを目

的とした様々なメディアチャネル・会議・活動

を通したメディコンバレーに関する地域・国・

海外への情報提供および働きかけ，以上に焦点

を当て活動をしている。これらは，上述のMVA

の目的「Medicon Valleyを，EUにおいて代表的

な・・・位置づけること」の実現に向けて，海

外，産学官および市民社会（トリプル /クアド

ルプル・ヘリックス），ライフサイエンス分野内

の異なる領域，食品や ICT等の異業種との連携

を強化することを主なねらいとしている

（Medicon Valley Alliance）。さらに，これら連携

を成立させプロジェクトとして発展させるため

に，下記の各トピック（ネットワーク）の推進

も含め，MVAのスタッフはメンバーに対してプ

ロジェクト開発支援を実施しており，これらは

EU等が提供するプロジェクトファンドの獲得

への支援も含まれる。

　以上に加えてMVAは，メンバー間およびメ

ンバーと外部関係者との相互作用を促進するた

めのメンバーデータベースの整備，外部機関と

の協力関係の構築，ニュースレターや SNS等を

活用したクラスター組織としての活動の外部へ
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の周知にも取り組んでいる。また，コペンハー

ゲンやスコーネ県等を含み，国境を越えた地域

政治協力のプラットフォームとしての役割を担

う機関である Greater Copenhagen Committeeを

介してその他組織・団体（患者団体等）と協力

し，政府への提唱を行うこともある。

　次に各トピックの推進については上述のワー

キンググループとしてのネットワークの設立・

運営が挙げられる。ネットワークはメンバーの

要望により新たに設立され（近年では「Medicon 

Valley Alliance Women’s Health Network」 の 設

立），各ネットワークには所属するメンバーか

らアドバイザリーボードおよびネットワークマ

ネジャーが選出される。ここではメンバーの立

候補等も反映されるが，地位を利用して自社製

品・サービスを販売することを目的とするメン

バーが着任することを防ぐためにも，各ネット

ワークのトピックに関する知識や専門性ととも

に，本来の目的の達成に向けて誠実に従事する

意思を有するメンバーの選出に向けてMVAの

スタッフが介入することが多い。しかしながら

ネットワークの運営については，メンバーによ

る自律的な活動に委ねられており，MVAのス

タッフはそれをサポートする役割を担っている。

各ネットワークは年 2回の会合を開催し，ネッ

トワークに参加する会員が交代で主催している。

会合の議題は，各ネットワークのアドバイザ

リーボードと主催者により決定される。また，

各ネットワークで取り組むトピックに関するシ

ンポジウムを開催し，外部の専門家あるいはメ

ンバーがスピーカーとして登壇する。

　以上の活動およびMVAスタッフによる支援

を通して成立するプロジェクトは，大学等の研

究機関をはじめとするトリプル /クアドルプ

ル・ヘリックスの異分野間連携が多く，研究開

発を内容としたものが約90%を占め，その他製

品開発も含まれる。

（5）協調的ガバナンスの評価および進化

　MVAは，外部環境およびメンバーの意向・要

望等の内部環境の把握に努めている。外部環境

については関連する資料収集と分析，内部環境

についてはメンバーとの日々のコミュニケー

ションやアンケート調査を実施し，継続的に情

報をアップデートしている。

　以上で把握した状況を踏まえ，MVAではCEO

とボードメンバー間の四半期ごとの会議，CEO

とボードの議長・副議長との間の毎月の会議，

CEOとボードの議長との隔週の会議というよ

うに綿密で頻繁なコミュニケーションをとり，

戦略策定，KPIの策定，進捗状況の共有をして

いる。

　戦略はCEOおよびボードメンバーとの1年以

上をかけた協議を経て 3年ごとに策定・改定さ

れ，そのもとで毎年 KPIが CEOの提案および

ボードとの協議・承認を経て設定される。KPI

は，一つはメンバーに関するものであり，新た

なメンバーの勧誘，既存メンバーの定着，メン

バーおよびそのパートナーの満足度，メンバー

へのサービス提供のための収入状況等である。

もう一つは連携プロジェクトに関するものであ

り，プロジェクトの形成や手掛けているプロ

ジェクトの進捗・目標達成状況を把握するため

の KPIである。さらにサブ KPIとして，連携プ

ロジェクトとネットワーキングイベントとの相

乗効果を把握するための KPIも設定している。

これらのKPIの達成状況については毎年評価を

実施しており，さらに上述の継続的な情報の

アップデートや綿密で頻繁な CEOとボードメ

ンバー（特に議長）とのコミュニケーションを
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通して進捗の遅れ等への迅速な対応にも努め，

次期の戦略の策定・改定，KPIの設定へとつな

げている。

　以上から，なぜ（目的）に当たる戦略が，何

を（ガバナンスの対象）に当たるメンバーの構

成，およびどのように（実施）に当たるネット

ワークマネジメントの内容についてもKPIを通

して連動し，MVAの協調的ガバナンスが進化し

ている。

5．事例の考察

　本節では，MVAのガバナンスとマネジメント

について，第 3節で紹介した着眼する理論的視

座に基づき考察する。

（1）周辺状況

　協調的ガバナンスの創発と進化に影響を与え

る要因としての周辺状況については，マクロお

よびミクロにおける正の要因を確認することが

できた。

　まず正のマクロ要因としては，デンマークと

スウェーデンの両大学による関係構築に加え，

企業や地方政府が支援しセクター間の協力体制

が成立したことである。また，クラスター組織

の設立への EU機関の支援および連携プロジェ

クトへの EU機関・国・地方政府等のファンド

の提供やその他支援も同要因として挙げられる。

　正のミクロ要因としては，成長潜在性の高い

共通ドメインとしてのライフサイエンス分野に

おいて，相互依存性を認識した両地域の大学と

それを支援する企業・地方政府がリーダーとな

り，異分野間連携による同産業の振興に必要な

多数の大学・研究機関，医療機関，企業を巻き

込んでいった。これらの正のマクロおよびミク

ロの要因が，MVAの協調的ガバナンスの創発を

促進し，さらに焦点を当てるべきトピックの変

化等（つまりドメイン等の周辺状況の変化）に

より，必要な協調的ガバナンスの進化を促して

きた。

　さらに，以下のように EU機関や地方政府等

によるメタガバナンスを通して，MVAの協調的

ガバナンスを支援し意思決定に影響を与え導く

役割が確認された。

（2）メタガバナンス

　MVAの協調的ガバナンスに対するメタガバ

ナンスは，超国家（EU）および地方政府（The 

Capital Region of Denmark, Region Skåne）が参画

する重層的な体制であることも確認された。以

下，ガバナンスを捉えるための次元「1．なぜ

（目的），2．誰が（ガバナー），3．何を（ガバナ

ンスの対象），4．どのように（実施）」に基づき，

各レベルのメタガバナンスを整理する。

　第一に，超国家（EU）レベルにおいては，

1．上述のスマート特化戦略のもとで，Policy 

Objective No.1において「革新的でスマートな経

済変革と地域の ICT接続を促進することで，よ

り競争力がありスマートなヨーロッパを実現す

ること」の指針が掲げられ，またクラスター組

織のマネジメントの専門性や精巧さを高めるこ

とを目的に

2．ECをはじめとする関連機関が

3．MVA（その他 EU内のクラスター組織）に対し

4．上述の指針を示しその浸透を目的とした

ファンドの提供やクラスター組織に対する認証

プログラムを実施している。

　第二に，地域政府レベルでは，

1．MVAの目的である「Medicon Valleyを，EU

において代表的な，最も競争力があり，革新的
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で活気のあるライフサイエンスの中心地として

強化し，位置づけること」に向けて

2．The Capital Region of DenmarkとRegion Skåne

がMVAのボードメンバーとして

3．クラスター組織であるMVAに対して

4．戦略的，予算，KPI，行動計画に関する意思

決定への参加とともに，プロジェクトファンド

の提供を通してメタガバナンスを実施している。

　最後に，上述のメタガバナーに加え，デン

マーク政府（国家レベル）もプロジェクトベー

スで競争的資金を提供している。これらのプロ

ジェクトファンドは，応募に向けて同資金の要

件を満たすために，MVAの協調的ガバナンスの

「どのように（実施）」に相当するネットワーク

マネジメントが影響を受けるという点でメタガ

バナンスの役割を担っている。

（3）協調的ガバナンスの創発と様式

　上述の周辺状況のもとで，産学官の協力によ

り設立されたMVAの協調的ガバナンスに関し

ては，ガバナンスを捉えるための次元で整理し

た内容から以下が確認された。

　第一になぜ（目的）については学術的な交流

から，より多くの企業が参画してライフサイエ

ンスの産業クラスターとしての振興に重きを置

くようになり，名称の変更とともに目的を

「Medicon Valleyを，EUにおいて・・・ライフサ

イエンスの中心地として強化し，位置づけるこ

と」と設定し，クロスボーダー・連携・競争力

を戦略の主軸とし，メンバーの要望やトレンド

に対応して新たな活動範囲にも取り組んでいる。

　第二に誰が（ガバナー）については，ボード

メンバーとともにガバナンスの実施部隊として

CEO以下スタッフにより構成されている。ボー

ドメンバーは，MVAの設立者として常任の地位

にある大学と地方政府および総会においてメン

バーの投票により選出される民間企業，以上の

産学官で構成されている。MVA全体の協調的ガ

バナンスでは，プロジェクトファンドも提供し

ている地方政府がボードメンバーを構成してい

ること，メンバーシップ制のもとでガバナーで

あるボードメンバー（一部）の選出にメンバー

が参画し間接的にMVAのガバナンスに参画し

ていること，以上が特徴として挙げられる。こ

れらに加えサブレベルのガバナンスとして，特

定のトピックに焦点を当て活動するワーキング

グループであるネットワークにおけるガバナー

の存在も確認された。各ネットワークの運営は，

所属するメンバーから選出されたアドバイザ

リーボードとネットワークマネジャーを中心と

した協調的ガバナンスが展開されている。

　第三に何を（ガバナンスの対象）については，

MVA全体では企業，大学・研究機関，公的セク

ター等で構成されるメンバーである。メンバー

は，クラスター組織のネットワークを構成する

中心的な存在である。MVAではメンバーシップ

制が採用されており，メンバーは規約の対象と

なりメンバー料も課される一方で，総会におけ

る投票権や発言権を有する。サブレベルのガバ

ナンス（各ネットワーク）では，各ネットワー

クに所属するメンバーが会合・シンポジウムの

開催に参画し自律的な運営のもとで協調的ガバ

ナンスを実施している。

　最後に，どのように（実施）については，MVA

全体では CEOをはじめとするスタッフが中心

となり，なぜ（目的）の実現に向け，誰が（ガ

バナー）の合意のもとで，何を（ガバナンスの

対象）に対するネットワークマネジメントとし

て実施されている。ここでは，クラスター組織

の協調的ガバナンスのガバナーであるボードメ
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ンバーとの協議・承認を得てガバナンスを実施

しており，具体的にはネットワーキングや異分

野間連携につながる諸サービス，重要なステー

クホルダーや投資家・専門家等への働きかけ，

およびネットワークの設立・運営支援等が挙げ

られる。サブレベルのガバナンス（各ネット

ワーク）においては，アドバイザリーボードと

ネットワークマネジャーの選出にMVA全体の

ガバナンスの実施部隊である CEOをはじめと

するスタッフが関与し，適切な知識と専門性を

有するとともにネットワークが本来の目的の達

成に向けて活動することの確実性を高めるため

のマネジメントを実施していると解釈すること

ができる。一方で，上述のように各ネットワー

クの運営ではメンバーによる自律的な協調的ガ

バナンスが実施されており，各ネットワークが

焦点を当てているトピックへの洞察，経験の共

有，ネットワークを通して異分野間連携を促進

し価値創造へとつなげている。

（4）協調的ガバナンスの評価と進化

　大学を中心とする学術研究の連携を目的に

1997 年にMedicon Valley Academy設立後，本格

的なメンバーシップ制の採用とメンバー公募に

より民間企業の数と役割が大きくなったことを

踏まえて 2007 年にMedicon Valley Allianceに名

称を変更し，より幅広い視点から Medicon 

Valleyのライフサイエンス産業の振興へと目的

をシフトした。

　現在のMVAの協調的ガバナンスは，外部環

境およびメンバーの要望をはじめとする内部環

境を踏まえてボードメンバーと CEOの協議に

より策定された戦略と KPIについて，毎年の評

価のみではなく，日頃の綿密で頻繁な両者のコ

ミュニケーションを通して継続的に進捗を把握

したうえで迅速な対応をし，さらに次期への戦

略の策定・改定および KPIの設定へとつなげて

いる。

　これまでに確認された進化について，ガバナ

ンスを捉えるための次元に基づき整理すると，

 • なぜ（目的）では，上述の学術研究から幅広

い産業振興への目的にシフトしたことに加え，

定期的に戦略を策定・改定および KPIを設定

し，活動については新たなトピック（例えば，

Women’s Health）に着眼しその範囲を拡大さ

せている。

 • 何を（ガバナンスの対象）については，新た

な活動範囲やそれに必要な新たなメンバーに

ついて，設定した KPIを基に勧誘活動を行い

招聘している。

 • どのように（協調的ガバナンスの実施）では，

戦略や KPI（つまり「なぜ（目的）」）の見直

しにより，メンバー勧誘・新しい活動・サー

ビス提供（例えば，新たなネットワークの設

立やイベント等）がネットワークマネジメン

トとして実施されている。

　本事例では，常任および一部がメンバー投票

で選出されるボードメンバー（つまり，「誰が

（ガバナー）」）についてはその他次元との明ら

かな関連は確認されなかったが，ガバナンスと

マネジメントの関係については，後者の有効性

（つまり，ネットワークマネジメントとしての

「どのように（実施）」）を高めるためには，ガバ

ナンスの他の次元（本研究では「なぜ（目的）」，

「何を（ガバナンスの対象）」）の進化を伴ってお

り，次元間の共進化と一貫性についての示唆を

得ることができる。
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6．結論と今後の研究課題

　本研究では，デンマークとスウェーデンの国

境を越えて活動するクラスター組織であるMVA

の事例調査を基に，地域産業の振興に向けた異

分野間連携を促進するためのガバナンスとマネ

ジメントの有効性について，メタガバナンスを

含む周辺状況の影響と，協調的ガバナンスの様

式および創発と進化に関する一定の知見を得る

ことができた。協調的ガバナンスにおいては，

クラスター組織全体のガバナンスに加え，特定

のトピックに焦点を当て異分野間連携の促進に

直接寄与する活動を展開するワーキンググルー

プ（本事例では「ネットワーク」）におけるサブ

レベルのガバナンスにも着眼する必要があるこ

とを事例研究より明らかにすることができた。

　本稿で紹介した事例研究による発見は，デン

マークとスウェーデンの大学をはじめとする産

学官がボトムアップ的にクラスター組織を設立

し，競争的資金以外は政府等の補助金を受ける

ことのない独立採算で運営され，メンバーシッ

プ制を採用してメンバーがボードメンバーの選

出に投票権を有し重要事項の決定に参画する体

制を特徴とする単一の事例研究に基づいている。

本研究テーマにおける信憑性の高い理論構築に

向けては，考察対象とする事例の範囲を拡大し，

協調的ガバナンスの創発・進化のプロセスとメ

タガバナンスの影響に加え，クラスター組織の

活動の資金源，ボードメンバーの指名・構成・

役割，メンバーのステータス等にも着眼して複

数事例を比較分析することが必要であり，今後

の研究課題とする。
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